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にした。   
（1）SlOOA8、SlOOA9はサイトカイン依存性に、培養正常ヒト表皮角化細胞（NHK細胞）より分泌   
される。  
（2）リコンビナントSlOOA8／A9（等モル量のSlOOA8、SlOOA9を混合したもの）はNHK細胞に作   
用し、CXCLs、IL－6、TNF一αといった、尋常性乾癖表皮で発現の上昇がみられるサイトカイ   
ン（尋常性乾癖関連サイトカイン）の産生を克進させる。  






論 文 審 査 結 果 の 要 旨  
カルシウム結合性蛋白であるSlOOA8、SlOOA9は、尋常性乾癖の表皮増殖に関  
与しているとされている。本研究者は、SlOOA8とSlOOA9がサイトカイン依存性  








よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。   
